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- 背景・実施前の課題点 -

県内産業と学校との連携事業

若年層の就業定着率が低下する中、高校生の県内企業体験事業やスキルアップ事業

 

を拡充するとともに、全国で初めて、高校生を対象にした職業意識を高め進路選択活

 

動を支援する本格的なキャリアカウンセリングプログラムを開発。大学等への派遣カウ

 

ンセリングなども行い、ジョブカフェセンターへの来所者増も図る。

■対象：若者・学校・企業

■種類：企業体験・カウンセリ

 

ング

【高校生キャリア形成への総合的支援】

高校３年間において段階的な企業体験機会の提供、高校巡回カウンセリン

 

グの実施。また、全国初、全県レベルでの進路選択のためのプログラムを

 

実証した。

- POINT -

- 企画実施の目的 -

ジョブカフェしまね

【大学・短大・高専との連携】

学校への派遣カウンセリング・就職活動支援セミナーの実施や、県内在住

 

者が開発したプログラム言語(Ｒｕｂｙ)の技術者養成講座を開催。

- 効果 -

・就職３年後の高い離職率

 

高卒44.2% 大卒42.7% （平成１３年３月卒業者）

・高校生の県外就職率の高さ

 

平成１７年３月卒業者

 

37% (全国平均20.9%)

県内産業への若年人材の定着。

・受入企業側・・・地域企業としての理解促進

社員が仕事への自覚、誇りを高め、再認識する。

・学生側

 

・・・

 

県内企業の専門的な職業能力習得

(高校生スキルキャンプにおいて技能検定を受験した高校生２０名が合格)
就職意識の早期醸成

就職後のミスマッチの解消

■ 企 画 概 要
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【実施策①】

 

キャリアカウンセリングプログラム

県内産業と学校との連携事業

ジョブカフェしまね

■ 企 画 詳 細

【実施プロセス】

高校３年生

 

「職場体験」

県内求人予定企業での職場体験

～学生への効果～

●県内産業・企業への理解促進

●生徒の職業観の早期醸成

●職業選択の参考情報を取得

●就職後のミスマッチの解消

～受入企業への効果～
●地域の企業としての理解促進
●社員の仕事に対する自覚や誇りの再認識

【実施結果・実績】
キャリアカウンセリングプログラム実証：延べ13,307人(平成１７～１８年度)
企業体験事業：延べ10,867人（平成１６～１８年度）

生徒・教員ともに「よかった・役立った」の声。

キャリアカウンセラーが、高校３年間を通しての体系的な進路選択支援のためのプログラムを開発・実証(全県レベ

 

ルでの実施は全国初)

高校３年間において段階的な企業体験の機会も提供する「島根オリジナルプログラム」

●平成１６年度：プログラム開発
進路選択支援のためのプログラム・・・自立的な進路選択活動の動機付けを行い、自分の強みを自覚し自分を受容(自己

 

肯定)する。そして目標設定と、そこに至るまでの行動を計画する。
高校の意見聴取・・・「高校教員との検討委員会」、「高校訪問ヒアリング」(１７校)
●平成１７年度：プログラムの実施
実証校募集に県内２７校から応募→プログラム実証を効果的に行える５校を選定
●平成１８年度：プログラムの実施（５校）

【実施内容】

■STEP4 企業体験事業

高校２年生

 

「インターンシップ」

県内企業で実際の仕事体験

高校１年生

 

「職場見学」

県内産業の現場を視察
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県内産業と学校の連携事業

ジョブカフェしまね

■ 企 画 詳 細

【実施策③】

 

高校生スキルキャンプ

県内企業の熟練技術者による「３級技能検定課題」の作成指導を行い、高校生の専門的な職業能力習得につなげた

【実施策②】

 

高校巡回カウンセリング

キャリアカウンセリングプログラム開発と同時進行で、高校巡回カウンセラーが各高校に出向きカウンセリングを実施。

【実施内容】
夏休み中に、専門高校生向けに、技能講習を実施。
「３級普通旋盤技能検定課題」・「３級シーケンス制御技能検定課題」・「３級フラワー装飾技能検定課題」

【実施結果】
平成１７年度

 

参加人数：４６人

 

→

 

技能検定を受験した２０名が合格

【実施プロセス・内容】
●平成１６年度
高校巡回カウンセラー(６名)の養成・・・県内外を含めたキャリアカウンセラーが絶対的に不足していたことから、ジョブカ

 

フェしまねではカウンセラーの養成からスタート。

高校教員への「キャリアカウンセリングガイダンス」の実施・・・高校の教職員の「キャリアカウンセリング」への理解を深める

 

ため県下４地区でガイダンスを開いた。(参加：３７校

 

１２５人)

高校巡回カウンセリングの実施・・・個別カウンセリング・適職診断・グループワークなど(参加：２０校

 

２８４人)

●平成１７年度
高校巡回カウンセリングの実施・・・学校側からのニーズが高い、グループワークを中心にした。

●平成１８年度
高校巡回カウンセリングの実施・・・学校側からのニーズが高い、グループワークを中心にした。

【実施実績・効果】
延べ６，０７９人(平成１６～１８年度）

生徒の反応

 

→

 

グループワークを通して仕事・進路に関心を持ち真剣に取り組む
教師の反応

 

→

 

生徒の反応などから「キャリアカウンセリング」を評価
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県内産業と学校との連携事業

ジョブカフェしまね

・県内産業の活性化と、若者の就職意識醸成の相乗効果が見込めるキャリアプログラム。

・県内外で不足する、キャリアカウンセラーを養成するノウハウ。

・高等学校との連携事業の実施手法(信頼関係構築・キャリアカウンセリングへの理解促進)。

- 他の地域で活用できるナレッジ・ノウハウ -

（担当者コメント）

３年間の開発・実証により確立したキャリアカウンセリングプログラムは、県

 

内すべての高校で活用できるようCD-ROMを作成、配布し、教員による運用

 

とすることとした。

現在、ジョブカフェしまねでは、実施校に対して引き続きキャリアカウンセ

 

ラーによるサポートを行っている。

■ 企 画 ナ レ ッ ジ ・ ノ ウ ハ ウ

■ 企 画 詳 細

【実施策④】

 

大学・短大・高専との連携

●大学などへの派遣カウンセリング

 

・・・島根大学、島根県立大学、島根県立女子短期大学
（平成１９年４月１日から島根県立大学短期大学部）に週１日カウンセラーを派遣。
→

 

ジョブカフェセンターへの来所者増

●就職活動支援セミナー

 

・・・島根県立女子短期大学が新設した授業「キャリアプランニング講座」で、７講座を担当。
→

 

従来、就職活動を始めるのが遅かった短大１年生の、就職意識の早期醸成

●プログラム言語(Ruby)技術者養成講座

 

・・・島根大学・松江工業高等専門学校と連携し、県内在住者が開発したオー
プンソースプログラム言語(Ruby)の習熟講座を各学校で開催。

→

 

島根県の情報産業を担う技術人材を育成
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